
井之川博幸議員は、9月 15日に行なわれた市議会

で、市内産業の振興についてなど「活力ある産業都

市沼田をめざして」(前号で報告済)と「経済活動や

市民生活に直結する道路の整備」について、横山市

長に一般質問を行いました。 

井之川議員は、まず都市計画道路について、昭和

51年、1976年に旧都市計画を見直し 9路線の都市計 

画道路を決定し、以来 3・3・1 環状線を中心に都市計画道路の建設

を推進してきましたが、40年以上が過ぎても完成に至っていないこ

とを明らかにし、この間、日本の経済・社会状況は大きな変化をし、

10数年前から計画の見直しを訴えてききたことを示し、今回の都市

計画道路の計画見直し（右に詳細）によるメリット・デメリットに

ついてどのようにとらえているのか、また、計画変更による既存の

道路や交通体系についてなど、今後の対応について市長に質問しま

した。 

 市長は、「見直しによるメリ 

ットといたしましては、時代 

に即した計画となることや土 

地所有者が規制を受けてきた 

土地利用制限が解消されるこ 

となどが考えられます。デメ 

リットといたしましては、計 

画廃止となる路線や近隣道路の整備について、課題が残るものと考

えております。」と答えました。 

 井之川議員は、土地利用の制限で長年空き家のままになっていた

ところなどの再利用や道路計画と重なっていた既存道路や、近隣道

路の整備が後回しになっていた所などの整備を要望しました。 

  

 

つぎに井之川議員は、生活道路について、各町区長（右につづく）              

(左から)や住民、障がい者団体からなどの改善要望への対応を確認

し、それでも機能的にも景観的に 

も劣化している生活道路の「整備 

計画」を推進するよう求めました。 

市長は、「財政状況を見ながら 

整備を行っていく」と答えました。   

 

 安倍首相が解散を明言した発表を受けて、日本 

共産党は全国で選挙準備を急いでいます。たなは 

しせつ子群馬 1区予定候補を先頭に、今度こそ憲 

法改悪を提案できる 3分の 2の議席を与党に取ら 

せないためにあらゆる事態に対応できる対策を進めています。 

 群馬 1区合同選対本部長には白鳥日本共産党前橋地区委員長が、

副本部長には大東利根沼田地区委員長が、事務局長には前橋地区委

員会の吉田常任委員が就任しました。 

 《都市計画道路見直しのうち廃止路線》 

１．沼田停車場線（利根実高裏からデルモンテ工場の上を通り、駅

前通り線まで及び榛名坂から沼田真庭線までの 2 か所） 

２．恩田井土上線（恩田町から井土上町沼田真庭線接続地点まで） 

３．沼田真庭線（東原新町南回り環状線接続地点から沼田高校東側

を通り、北回り環状腺を横切り柳町がけ地を下り、薄根川南岸を

西に進み健康ランド付近でカーブし薄根川を渡り、井土上町の恩

田井土上町線との接続地点まで） 

４．十王堂原田線（国道 120 号から谷地端市営住宅の西、環状線

まで及び上原町角田外科医院の西側道路の 2 か所） 

 9 月 25 日、「市民連合・へいわの風」の呼びかけで、群馬 1 区の

野党共闘の協議を再開しました。この協議には、市民連合、民進党、

日本共産党の役員・予定候補者などが参加しました。 
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